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人の健康そして地球の健康にとって大切な水と塩の話

　生物は、それぞれの塩分濃度の中、内部環境を整えるしくみを創りだしてきた。ヒトには多く摂
り入れられた塩を体外へと排出するように調整機構があるが、ヒトの塩分濃度を調節する力を超え
続けると、高血圧やがんのリスクとなる。塩害は、環境問題を結び付ける可能性がある。水と塩は、
多くの生命の体の内外をめぐる。水と塩は、長い時間をかけてバランスよく流れ、生命を育んでい
る。地球の調節機構を超えぬことのないように、身近な所から、水とともに流れる塩と環境につい
て考えることが重要である。

　　Living things, with their respective salt concentrations, have created a structure for maintaining 
their internal environment. Persistent overburdening of human beings’ ability to regulate salt 
concentration results in the risks of high blood pressure and cancer. Salt damage could possibly 
lead to environmental problems. On the Earth, water and salt surround the internal and the external 
environments of many life forms. Water and salt have been nurturing life by maintaining good 
equilibrium over a long period of time. It is important for us to think about water and salt starting from 
places close us so as not to overburden the regulation structure of the Earth.

Keywords:　塩害、塩、ヒト、循環型社会
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◆特集＊研究ノート◆

１　はじめに
　人は、汗をかいた時に、水だけでなく、塩分が欲

しくなる。しかし、就業構造の変化や、冷房が整っ

た生活では、汗とともに塩分が排出される機会が

減ってきている。近年、塩分の摂りすぎには注意が

必要であるという意識が高まり、厚生労働省の「日

本人の食事摂取基準」2010 年版において、食塩摂

取量の目標量は、1 日 10g から、成人男性が 9g 未満、
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成人女性が 7.5g 未満へと下方修正された。

　また、塩害というキーワードで新聞記事を探す

と、かつてはいくつかの記事が見いだせたが、最

近の日本での記事は見いだせなかった。人の体と

同じように、自然環境の中で塩分は、重要な役割

を担う。生き物たちは、長い歴史をかけて、環境

に合うように体のしくみを整えてきた。水と塩の

バランスが崩れた時には、そこに住む生命にダメー

ジを与える。

　生き物が、水と塩が適切な内部環境と外部環境に

おいて、生命活動を営んでいるのと同じように、地

球も、水と塩が重要な役割を担っている。身近にあ

る生活を見つめながらも、環境との関わりを考えて

いくことは、永続的に人の健康を保持・増進すると

いった視点からも不可欠になると思われる。

２　塩害
2.1　塩害とは

　塩害は、塩分が過剰に存在することによる被害

と、塩風害や土壌の高塩分濃度による被害に大別さ

れる。強風で海上から陸上へ運ばれた多量の海塩粒

子による被害を塩風害といい、送電線などの電気工

作物に付着して絶縁不良による事故や、植物に付着

して葉や枝の枯死を生じる。また、高潮や干ばつ時

は、地下からの海水の侵入や、乾燥地の灌水などに

より土壌塩分が高くなり、作物に被害を生じること

がある 1。

2.2　日本での塩害

　日本は降水量が多く、湿潤気候にある。降水は、

地表からの水の蒸発を上回っている。土壌中の水の

動きは、上層から下層へ向かい、土壌中に塩分が蓄

積しない。たとえ乾季に多少の塩分が残っても、次

の降水で洗脱される 2。水田は、貯水機能の側面を

もっていたが、減少している。

　日本でも、渇水や台風などの影響による塩害がお

こり、その対策が検討されてきた。例えば、昭和

33 年利根川流域では、降雨が少なく日照りが続き、

異常渇水となり、塩害による被害がおきた 3。利根

川と常陸川の分岐周辺は、海から近い。このため、

海面との水位差が極めて少なく、潮の満ち引きの影

響を受ける。そこで、常陸川水門が建設された。渇

水時には水門を閉じているが、降雨の状況により水

門を開いている（図 1）。

2.3　塩による砂漠化

　日本では Desert を「砂漠」と訳す。世界では、

砂による砂漠はむしろ少ない 4。農地の砂漠化は、

過耕作のほか、農薬や化学肥料の過剰使用、灌水に

よる塩の蓄積が考えられる 5。

　古代エジプトでは、ナイル川の定期的な洪水に

よって土壌に蓄積した塩分が洗い流され、塩害は小

さかった。アスワンハイダムの建設により洪水を抑

え、灌漑（かんがい）施設を整備した。その結果、

乾燥地帯には灌漑水が行き渡ったが、砂漠化は拡大

した 6。

2.4　灌漑農耕での塩害

　灌漑地は、世界の農地のわずか 17％であるが、

灌漑地では、世界の食物の 1/3 以上が生み出されて

いる。多くの発展途上国では、最大限利用可能な淡

水の 40％にも上回る量を灌漑に使っている。しか

し、用水路の漏水や給水中の損失で失われ、農作物

には届いていない 4。

　アメリカ中西部の穀倉地帯は、その南西側から

砂漠化が急速に進んでいる。その原因は、トウモ

ロコシの連作と機械化による化学肥料や農薬の大

量投入である。連作は、土地を消耗させる。収穫

を維持するためには、大量の化学肥料を必要とす

る。また、栽培期間中に灌漑される水によって地

下水の水位は上昇する。夏期の激しい蒸発散によ

り土壌表面の水も蒸発する。土壌深くにあった塩

分は、毛細管現象により表面に集積する。さらに、

土壌表面には化学肥料や土壌中の塩分が蓄積する。

塩類化と乾燥によって雑草さえも生えないような

土壌に変化する。雨が降ると表土は流亡し、砂漠

化は加速される 5。

　乾燥地域では、灌漑により土壌の浅い所に地下水

位が形成される。地表の激しい蒸散に伴って、地下

水は地表に集まる。地表の塩分濃度は、さらに上昇
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していく。また、一般に乾燥地域の河川水は塩分

濃度が高い。このような水での灌漑は、水１ｔにつ

き、塩分 2kg を土壌に供給することになる 2。灌漑

の水に含まれるナトリウム（Na）やカルシウム（Ca）

分は、土壌に蓄積し、アルカリ化する。アルカリ化

は、土壌を固くし、不毛の地となる。さらに浸透圧

の関係により、植物細胞から水分を奪うなどの害を

起こす 6。

　紀元前に栄えたシュメール（メソポタミア）文明

では、チグリス川やユーフラテス川上流の森林伐採

を行った。気候の乾燥化が進む中でも灌漑を続けた。

この結果、土地への塩分の蓄積を招き、塩害を起こ

し、小麦や大麦がとれなくなり、ついには文明が崩

壊していったと言われている 2。1980 年代になって、

古代インダス文明の中心であるモヘンジョダロ遺跡

も、塩害で崩壊の危機が叫ばれた 7。

３　塩のある環境で生きる生物
3.1　太古の海洋を取り入れたヒト　

　生物の上陸は、4 億年ほど前に始まった。魚類か

ら進化した両生類は、脊椎動物として初めて上陸を

果たした 8。原始の海で生命が発生し、細胞膜で覆

われたときの海の Na 濃度は、現在のヒトの細胞内

液の Na 濃度（約 5mM）と同じであると考えられる。

皮膚で体を覆い、陸上に進出したときの海の Na 濃

度は、ヒトの細胞外液の Na 濃度（約 145mM）と

考えられている 9。海水と比べると細胞外液は、濃

度が異なるが、イオン組成が類似している。海中で

生命がはじめて細胞という形をとったときの周囲の

環境は、今なお保持され、我々の体の体内に太古の

海洋が広がっていると考えられる 10。

　生物が陸へ上陸した時期は、海から川への進化の

時期とそれほどの時間的な隔りがないため、その

まま陸上生物の細胞外液として保存された。一方、

図１　常陸川水門（Google マップを引用した）
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海の Na は、主として岩石に含まれる Na 塩が元と

なっている。現在は、雨で流された Na が徐々に海

に流れ込み、40 億年前に誕生した海に比べて Na が

増えたと考えられる 9。現在の海の Na 濃度は（約

500mM）となり、ヒトの血液の 3 倍程度の高いと

考えられる 10。

3.2 　ヒトの体の中の Na

　例えば、溶質が全く通過できない半透膜で区切っ

た水槽を準備し、片方に水、他方に溶液を入れる。

この水槽では、時間がたつにつれて、溶質（純水）

が自由に通過できるため、水が溶液側に移動し、溶

液側の水面は上昇する。浸透圧とは、この液面の

上昇や水の移動を来す力をいう 11。ヒトの血液の主

な浸透圧物質は、Na である。血液量を決定してい

るのも Na である。Na とともに水も入ってくれば、

Na 濃度は変化しない。つまりは浸透圧が変わらな

い 9。ヒトの浸透圧は、0.9％の食塩水の浸透圧と等

しい。体は、常に、この浸透圧を保つ努力をしてい

る 12。塩分が多い食事の後は、それを薄めるために

水が飲みたくなる。

　 食 塩 100 ｇ に は、 お よ そ 39g の Na が 含 ま れ

る 13。Na は食塩の中にあるばかりでない。魚や肉

のなかにも含まれており、これを食塩に換算すると、

一日に 2 ～ 3 ｇを摂取している 14。つまりは、肉食

動物は、調味料を使わなくても、食物連鎖を通して、

被食者から体に必要な成分を取り入れている。

　Na は動物性食品に多いが、ヒトの栄養素として

の　大半は、食塩からの摂取である。食塩はよい塩

味を呈するため、過剰摂取になりやすい。カリウム

（K）とともに細胞内外の物質交換に関与している。

K は、細胞内液に存在し、野菜、イモ類、果物、豆

類に多く含まれる 15。

　東北地方では、食塩摂取が多いために高血圧患者

の頻度が高く、合併症としての脳卒中も多かった。

佐々木ら 16 は、りんごを多く食べている人々の血

圧低下を認め、リンゴに含まれる K による降圧作

用を見出した。K 摂取が多い場合は、腎臓からの

Na 排泄が増加し、降圧する。減塩指導においては、

対象の腎機能が正常であれば、K 不足にならないよ

うに伝える 17。しかし、絶対値よりも Na/K 比の小

さいことが降圧効果を示すという考えもある。Na

の摂取量が多いと、K の排泄量も増加する。細胞内

の K が減少傾向となれば、K 摂取を増やす必要が

ある 18。

3.3　それぞれの環境の中での他の生物における排

泄器官の発達

　生命は、生育環境に合わせ、それぞれの器官を発

達させてきた。植物は、台風などで海水をかぶり、

晴れると水は蒸発し、塩分が葉に残る。しかし、葉

に残った塩分は、風で飛ばされる。または、次の降

雨によって洗い流される。生命は、年月をかけて、

一時的な環境変化に対応できる力も備えてきた。

　海藻は、細胞壁や細胞間隙など細胞の外側の部分

に海水が浸透してくる。海水に遣っている場合は、

蒸散による体内への強制的な水の流入がない。陸上

の植物は、不可避な蒸散作用によって一種の濃縮が

行われる。このため土壌の実効濃度は海水より高く

なり、Na による影響が高まる。植物は外部に開か

れた体制をとっているが、土壌溶液中に Na 濃度が

高い時は間に合わなくなる。一方、耐塩性の強い植

物は、運ばれてくる Na を除くための塩毛や塩腺な

どの組織をつくってきた。または、液胞に Na を隔

離し、貯留するものもある。例えば、ホソバノハマ

アカザの葉の表面には、塩毛があり、中に塩をため

ている。塩毛は、順次葉面から脱落し、これによっ

て吸収した塩分を体外に捨てる。動物では、海亀に

は、涙腺が変形した塩腺がある。海鳥には、鼻腔に

開口する鼻腺が食物とともに飲み込んだ塩分を排泄

する。海という環境に新たに適応するために、動物

と植物という違いを超えて同じような体の仕組みを

作り出してきた 19。

　生物は、進化の過程で、海から川へと生活環境を

広げてきた。陸へ移動していくには、水を通さない

皮膚が必要であった。また、川に住む魚の腎臓は、

吸収した薄い水を排泄するための希釈尿を作る。水

から遠い場所での生活する鳥類や哺乳類の腎臓は、

水を節約して尿を濃縮する 11。
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3.4 ヒトの内部環境を一定にするしくみ

　小さな生物では、熱、水分、物質を環境との間で

素早く交換するため、体内環境は外界と大きく変わ

らない。そのため、微小な生物は、体内環境を調節

することができない 20。

　ヒトの生命活動や代謝は、内部環境が維持される

ことにより円滑に行われる 21。特に、腎臓の働きは、

生体の体内環境を細胞の生存に快適な状態に維持す

ることである。Na、塩素（Cl）、K、その他の電解質は、

その結合の形を変えることはあっても、それぞれ摂

取した量に応じて調整してから排泄される 22。

　水と電解質代謝の恒常性の維持は、生体の内部環

境の維持のなかで重要な位置をしめる。陸に上がる

ようになって進化したヒトの腎臓は、水電解質を

不必要に排泄しないような機構を授けたのであろ

う 23。Na も、腎機能が正常のとき、腎臓における

Na の再吸収機能により Na 平衡が維持され、Na 欠

乏となることはない 24。Na は、糞便中にも一部排

泄されるが、5mEq 程度であり、通常は無視してよ

いと考える。汗の Na 濃度は 10 ～ 50 ｍ Eq/ℓあり、

発汗の多い場合は無視できない 25。水電解質の恒常

性が破綻して生じた状態が水電解質異常である。こ

のような内部環境の破壊は生命の危険を招く 23。

　南米のインディオは、食塩がまったく手に入らな

い。このため、食品に含まれるわずかな Na を利用

でき、その保留能力が高い。また、わずかな塩味

でおいしいと感じる。アフリカのオアシスの人は、

塩分を含む水を飲むため、腎臓の Na 排泄能力が高

い 26。

４　水と塩が生物の体から体へと流れる
中で

4.1　軟水と硬水

　日本の河川の特徴は、蒸発や浸透に回る割合が少

なく、直接的に海洋に流出する。また、河況係数は、

川のある地点での一定期間の最大流量と最小流量の

比を示すが、日本の河川はこの値が極めて大きい。

これは、地域における降水の保留力が小さいことを

示している。このような河川状況では、洪水時の土

砂の流出も大きい。土石流、山地崩壊、貯水池の滞

砂など土砂の移動に伴う災害が頻発しやすい 27。ま

た、日本の河川は、硬度成分と呼ばれる成分が少な

い。国土は細長く、山が多い。河川は、短く、しか

も急流になっているために滞留時間は短い。このた

め、日本の水は一般に軟水となる 2。

　ヨーロッパ大陸の河川水は、他の大陸に比べ、概

して含有成分濃度が高い。河川水に含有される化学

成分は、大気中の成分を含み、森林や農地を経てい

く。河川水は、それぞれの流域の地質を反映する。

化学成分を溶解した地下水となり、河川水となって

流れる 27。

　河川水は、降水が地表を移動する間に、岩石や土

壌、地下水、温鉱泉水など流域の自然環境に起源す

る物質や、家庭、都市、工業、農業などの人間活動

に起源するさまざまな物質が溶け込む。硬度の高い

水は、飲用に適さない。マグネシウム（Mg）や Ca

成分は、水中の炭酸による化学風化作用により岩石

や土壌から溶出した重炭酸塩が主成分である 28。

　Mg と Ca 多い水を硬水という。飲料水の硬度が

高い地域では、循環器疾患、特に高血圧疾患と虚血

性心疾患の年齢調整死亡率が低いという考えもあ

る 29。

4.2　塩資源

　塩資源は、それぞれの気候や風土による違いとと

もに、文化的背景をもつ。特に、食塩と料理は、日々

の生活に密接し、食文化を形成してきた。

　世界の塩資源は、海水がおよそ 25％、岩塩など

が 75％である 30。日本には、岩塩の鉱床はない 31。

塩のとれる源は、地下の鉱物層、乾燥地域の表面被

覆層、塩湖、塩水泉、海水など多種多様である 32。

例えば、標高 3600 ｍのアンデス高地にある塩湖で

は、乾季に四国の半分の大きさの湖全体が塩の結晶

で覆われる 30。

　食塩そのものは、ナトリウムの塩化物であり、塩

化ナトリウム、または化学式の NaCl として示され

る。食用のものは、食塩または塩と呼ばれる。日本

の食塩の食品群別摂取量の年次推移をみると、約

60％は醤油、味噌などの調味料である。醤油、味噌

等の食塩系調味料の使用は、日本人の食文化である。
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また、日本の伝統型食生活である和食の維持は、脂

肪の過剰摂取を防いできた。その結果、虚血性心疾

患年齢調整死亡率の増加をもたらさなかった 33 と

考えられる。

　高橋英一著『生命のなかの「海」と「陸」』19 に

よると、古代人の塩分の供給源は、貝が主であった

と考えられる。農耕時代に入り、定着生活を営むよ

うになると、食生活は米を主とした雑穀が多くなっ

た。米は、K が多く含まれているため Na の要求量

が高くなった。穀類の摂取量は増え、臓物などを食

べる習慣が次第になくなった。自然の食物に含まれ

る塩分だけでは足りなくなり、特別に塩を手に入れ

て食物に加える工夫をするようになった。日本は、

湿潤気候であるため、多量の塩分をとることは、困

難であった。そこで、塩分の高い醤（ひしお）が発

明された。穀ひしおは、後に味噌やしょうゆ、肉び

しおは塩辛、草びしおは漬物のもとになった。

4.3　生物の体から体へとめぐる水と塩

　水も塩分も食糧も、それぞれの地域の資源が生か

されてきた。さらに、それはヒトの排泄物に特徴を

もたらした。環境と生物は、互いに影響を与え、あ

たかもつながっているように考えられる。

　食生活が異なれば、糞尿中の NaCl の量も異なる

と考えられる。日本では、化学肥料が普及するまで

は、下肥を大量に田畑に使用し、下肥が即効性の

肥料として重用とされた。稲は、体内に Na が過剰

に取り込まれて Na と K のバランスが崩れるため、

Na に弱い。下肥中に多量に含まれる NaCl は、問

題となっていた。一方、ヨーロッパでは、ムギ類生

産と畜産が密接に結びついた混合農業が営まれてき

た。ムギの Na 含有量は、増加すると、家畜に好ま

しい飼料となる 19。

　食事や飲料として取り入れた水や塩分は、体の中

を通り、尿中に排泄される。言い換えると、ある生

命の中に入り、別の生命の中へと循環している。

4.4　体の中で塩分が滞ると

　日本人の食塩摂取量は、世界的にも高く、1950

年ごろは 20 ｇを越えていたと考えられる。その後

の減塩運動により、摂取量は低下した 12。日本人の

食塩摂取量は、先進諸国の中でも必要量を大幅に上

回っている。米国高血圧合同委員会第 6 次報告で

は、高血圧の予防と治療の観点から、食塩の摂取量

を 6 ｇ以下と勧告している。しかし、日本人の現在

の食生活環境を勘案すると、食塩の摂取量を早急に

大きく下げることは困難で、1999 年の第 6 次改定

日本人の栄養所要量では、食塩摂取量は 10 ｇ未満

（150mg/ ｋｇ / 日未満）が望ましいとされた 34。21

世紀における国民健康づくり運動でも、生活習慣病

とがんの予防の目標値としての食塩摂取量は、10

ｇ未満としている。

　現在、日本人にとってどのくらい食塩摂取量が適

量であるかというエビデンスはない。血圧への影響

を考えると 3 ｇ / 日未満が理想的な食塩制限の値で

あるが、加工食品の普及などから達成は難しい。人

類の文明化する以前の長い間、食塩摂取が少なく、

この少ない食塩摂取量に適応するように構成されて

いると考えられる 35。

　厳格なナトリウム制限はレニン・アンジオテンシ

ン系および交感神経系の活性化など他の作用を引き

起こすと考えられる。また、日本人に関する一次予

防としての減塩の最低レベルを決定する研究はまだ

少ない。このため、厳しい摂取制限への危険性も指

摘されている 24。しかし、塩は、過剰に摂取すれば

諸病を誘発する起爆剤となる。高血圧は塩分の過剰

な摂取によって起こることがエジプトや中国の古代

においてすでに示されている。黄中国最古の医学書

であったと知られている黄帝内経（約 4500 年前）

には、塩分をとりすぎると脈が固くなることが記さ

れている 36。

　ヒトは、内部環境を一定にする働きを培ってきた。

しかし、例えば、塩味を好み、調節能力の限界を越

え続けると、高血圧やがんのリスクが増す。さらに、

体の中にあるリスクは、相互に悪影響を及ぼし、健

康を脅かしかねない。

５　水の循環と塩の循環
5.1　水の循環

　水蒸気は、大気上空で冷却されて凝結し、雲とな
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る。降水として地表に到達する。一部は直接地表を

流れて河川や湖沼に流入する。その他は浸透して土

壌や地下水となり、やがて河川や湖沼といった地表

水体か、直接海洋に流出する。地表水体や海洋に到

達した水は再び蒸発する。地表面からの蒸発や植物

を解した蒸散によって大気上空にもどって行く水も

ある。この一連のプロセスは、水循環とよばれるも

のである 37

　水は、無機物を溶解させる能力が高く、海水 1ℓ

に約 35 ｇ程度の塩が溶けている 38。塩水は、その

塩分濃度の増加とともに氷点が下がる 28。水は、循

環することによって更新可能な資源である。水資源

は、その貯留量や貯水体の平均滞留時間を考慮する

必要がある。各貯水体の水の平均更新時間は、永久

凍土層中の氷が 10000 年、海洋が 2500 年、地下水

が 1400 年、湿地の水が 5 年、河川水が 17 日、大気

中の水が 8 日である 37。

　人の生活に用いる水や飲料とする水は、淡水で

ある。しかし、地球上に存在する水の総量のうち

97.5％は、海洋に存在する海水である。淡水は、残

りの 2.5％である。世界における水供給の 90％以上

は、更新可能な水資源である河川水に依存してい

る 37。淡水の 2/3 以上は、氷河、雪、氷、永久凍土

層として閉じ込められており、人には利用不可能で

ある。塩水または廃水を淡水に変換する淡水化は、

高度な技術と膨大なエネルギーを要する。地下水は、

多くの国での不可欠な資源であるが、それは補充さ

れるより速いスピードで使用されている 4。

5.2　熱塩循環

　海流は、高緯度と低緯度間の太陽熱の供給の違い

と、海上を吹く卓越風の相乗効果によって引き起こ

される。海洋大循環は、海の表層だけではなく、深

層にも存在する。深層循環は、熱塩循環という塩分

や海水温の変化に起因する密度差によって駆動され

ている 39。

　海洋循環と大気循環は、気候と密接に関係してい

ると考えられる。太陽からの熱エネルギーは、低

緯度にふりそそぎ、高緯度に運搬される 38。海洋大

循環は、地球の大洋を 1000 年単位で深層を循環し、

この研究者の名前から、ブロッカーのコンベアベル

トとよばれる 40。

5.3　水のバランスが崩れた時

　地下水は、良質な水資源であるが、いったん汚染

されると汚染メカニズムがわかりにくい。また、地

下水の入れ換えにはたいへん長い年月を要する 41。

　川や海に汚濁物質が捨てられた無機物は、おおむ

ね化学形態を変えることなく流れる。有機物は分解

して、もとの形を留めないことが多い。これらを栄

養とする微生物により、再びきれいな水に戻る。汚

濁物質が混入して状態変化が起きると、いろいろな

生物群集が環境の変化に対応し、生物と水との間、

あるいは生物と生物の間に複雑な相互関係が生じ

る。汚濁物質は、分解されて、やがてバランスがと

れた生態系に落ち着く。これを自然浄化能と呼ぶ。

しかし、この能力を超える汚濁物質が水系に放流さ

れると水の汚濁化は進行する 27。

5.4　塩害が環境問題を結びつけてしまうと

　土壌の劣化は、砂漠化、土壌侵食と有機物の流亡、

湿地化、塩分の集積、森林伐採等による 42。沿岸地

域では、淡水を帯水域から取水すると塩水が混入し、

井戸水も塩分を含み、飲水として使用できなくなる。

帯水域が空になると、深刻な地盤沈下を起こす 4。

　土の中には、大小さまざまな隙間がある。この隙

間が水で満たされているときは、水は重力に引かれ

て下層へ流れ去る。残りの水は、毛管孔隙の奥に後

退し、水の表面張力に基づく毛管力によって土に保

持される。このような水を毛管水といい、植物が通

常利用している。雨の多い所では、土の中の塩分は

洗い流されて集積することはなく、多くの土壌は酸

性である。毛管力は、土の隙間が水で満たされてい

れば働かない。しかし、塩分濃度が高い場合は、水

が十分にあっても土壌水に溶けている塩分が浸透圧

を作り出し、植物が利用できなくなる 19。

　生物種減少は、森林破壊、砂漠化の間で相互関係

がある 43。生産者である植物が育たなければ、食物

連鎖を通じて、生物全体に影響を及ぼす。塩害は、

地圏や水圏を変え、生物圏に至り、気圏に影響を与
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えるであろう。

　山中勤著『水循環の変化が災害を引き起こす』44

によると、乾燥気候下の中央アジアに位置するアラ

ル海は、流出河川をもたない閉塞海である。1950

年代後半から両河川の水を利用した灌漑農業が大規

模化した。アラル海の縮小は、人間社会への膨大な

損害をもたらした。たとえば、河口の湿地帯は干上

がり、植物相、動物相ともに種の多様性は失われた。

巨大な熱容量をもつ水体の縮小は、気候緩和機能を

弱めた。飛散した塩分により、灌漑農地での塩類集

積をもたらした。さらに、地下水の塩性化を引き起

こした。湖水位の低下は、周辺域の地下水位の低下

を伴っており、良質な飲用水の確保は困難になった。

　水と塩は、地球上をめぐるのに非常に多くの時間

を費やしている。地球全体を考えてみると、水と塩

がバランスよく流れることで、生命を育んでいる。

「塩」のみが滞り、地球の自浄作用を超え続け、塩

害が環境問題を結びつけた時、環境問題は一層深刻

化することを警告したい（図 2 ）。

　治療の一つとして選択される点滴製剤は、使用目

的に合わせて Na などの電解質が混入してある。一

見、どの点滴製剤も同じ透明な水に見える。しか

し、点滴製剤の商品名のわずかな違いに気が付かず、

誤って選択れば、生体に著しい負担を与え、死に至

らせる場合もある。

　静脈輸液を行う際は、どのような内容物の混入し

た水なのかを考えて実施することが求められる。同

様に、視点を大きく広げて、地球の健康を考える時、

身近なところの水とともに流れる「塩」のことを考

えていくことが重要であろう。

６　おわりに
　平成 20 年度版環境循環型社会白書には塩害の項

はなく、日本ではあまり塩害を意識することがなく

なっていると思われた。しかし、東日本大震災では、

津波の影響として、水が引いた後に塩分が残り、田

畑の「塩害」が報道されている。被災された方々に

心よりお見舞い申し上げ、被災地の復興をお祈り申

し上げたい。

図 2　塩害が環境問題を結びつけた時
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